
　
日
本
に
お
け
る
現
在
の
障
害
者
施
策
は
、２
０
１
１
年
改
正
の

「
障
害
者
基
本
法
」を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た「
障
害
者
基
本
計
画

（
第
４
次
）」に
基
づ
き
、２
０
１
８
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
対
象
期

間
と
し
て
進
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。同
計
画
に
お
い
て
は
、高

等
教
育
機
関
に
対
し
て
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
１
０
０
％
あ
る
い
は

お
お
む
ね
１
０
０
％
の
実
施・対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
が
あ

り
、最
終
年
度
を
控
え
た
い
ま
、そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。ま
た
、２
０
２
１
年
５
月
に
は
、「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が

可
決・成
立
し
、こ
れ
ま
で
努
力
義
務
と
さ
れ
て
き
た
事
業
者
に
よ
る

合
理
的
配
慮
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

　
日
本
学
生
支
援
機
構「
令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）大
学
、

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
の
修

小 特 集
Minor Special issue
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オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
下
の
聴
覚
障
が
い
学
生
支
援

西
出 

稔
行　
早
稲
田
大
学

　
　

 　
　
　
ス
チュー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィセ
ン
タ
ー

　
　

 　
　
　
障
が
い
学
生
支
援
担
当
課
長

変
え
な
い
た
め
に
変
え
て
い
く

山
田 

康
裕　
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授

　
　

 　
　
　
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
室
長 

包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
と
障
害
学
生
支
援

―

多
様
性
と
包
摂
を
目
指
す
支
援
体
制
の
構
築―

ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト 

眞
由
美　

　
　

 　
　
　
立
命
館
大
学
学
生
部

　
　

 　
　
　
Ｏ
Ｉ
Ｃ
学
生
オ
フ
ィ
ス
障
害
学
生
支
援
室

　
　

 　
　
　
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援

村
田 

淳　
京
都
大
学

　

 　
　
　
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授

学
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
報
告
書
」（
令
和
３
年
８
月
）に

よ
る
と
、大
学
に
在
籍
す
る
障
害
学
生
３
万
１
千
６
８
９
人
の
う

ち
、約
73
％
に
相
当
す
る
２
万
３
千
６４
人
が
私
立
大
学
に
在
籍
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、障
害
学
生
全
体
の
障
害
種
別
に
目
を

転
じ
る
と
、慢
性
疾
患
等
に
よ
る
病
弱・虚
弱
が
最
も
多
く（
９
千

５
０
３
人
）、こ
れ
に
次
い
で
、精
神
障
害（
９
千
９０
人
）と
発
達
障
害

（
６
千
４
６
６
人
）と
な
って
お
り
、こ
の
10
数
年
に
お
け
る
大
学
現

場
の
実
態
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
大
学
に
お
い
て
は
、入
学
者
選
抜
段
階
か
ら
の
支
援・対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、障
害
の
種
類
や
程
度
が
異
な
る
学
生
が
入
学
し
た
後

の
支
援
策
は
多
様
を
極
め
て
い
る
。修
学
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、学

生・教
職
員
に
対
す
る
研
修・啓
発
活
動
と
と
も
に
、全
学
的
な
支
援
体

制
の
構
築
、さ
ら
に
は
、就
職
支
援
や
災
害
時
対
応
、学
生
の
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
に
沿った
支
援
や
緊
急
対
応
な
ど
、大
学
生
活
に
お
け
る
、多

角
的
か
つ
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。２
０
２
０
年
度

以
降
は
、こ
の
状
況
にコロナ
禍
が
重
なった
こ
と
と
な
る
。

　
小
特
集
で
は
、各
大
学
に
お
け
る
支
援
体
制
、具
体
的
な
サ
ポ
ー

ト
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、コロ
ナ
禍
の
対
応

も
含
め
、障
害
学
生
の
大
学
生
活
と
支
援
の
実
際
を
改
め
て
見
つ
め

な
お
す
契
機
と
し
た
い
。

C
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は
じ
め
に

立
命
館
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
は
、立
命
館
の
建
学

精
神
と
教
学
理
念
を
基
盤
と
し
た
学
園
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
共

に
変
革
を
続
け
て
い
る
。「
包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
の
構
築
」

は
、２
０
１
０
年
に
掲
げ
ら
れ
た「
学
園
ビ
ジ
ョン
Ｒ
２
０
２
０
」と

２
０
２
０
年
に
新
た
に
策
定
さ
れ
た「
Ｒ
２
０
３
０
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ザ
イ
ン
」の
継
続
的
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、本
学
の
障
害
学
生
支
援

を
含
む
学
生
支
援
は
、こ
の
政
策
目
標
に
向
け
て
、組
織
編
成
と

改
革
を
行
って
き
た
。本
稿
で
は
、包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
と
そ

れ
に
伴
う
学
生
支
援
の
変
遷
を
３
つ
の
フェ
ー
ズ
で
概
説
し
、こ
れ

を
本
学
の
障
害
学
生
支
援
の
紹
介
と
し
た
い
。

� 
発
達
障
害
と
い
う
多
様
性
の
包
括

「
包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
の
構
築
」に
向
け
て
の
フェ
ー
ズ
Ⅰ

包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
と

障
害
学
生
支
援

―
多
様
性
と
包
摂
を
目
指
す
支
援
体
制
の
構
築
―

ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト 

眞
由
美

立
命
館
大
学
学
生
部
2
,
&
学
生
オ
フ
ィ
ス

障
害
学
生
支
援
室
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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は
、２
０
１
１
年
の
特
別
ニ
ー
ズ
学
生
支
援
室（
以
下
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
）の

開
設
か
ら
幕
開
け
す
る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、Ｒ
２
０
２
０
の
前
半
期
目
標
に

含
ま
れ
る「
集
団
的
な
学
び
と
学
生
の
個
を
重
視
し
た
支
援
体
制
の

構
築
」の
具
現
化
を
目
指
し
、特
に
、発
達
障
害
を
含
む
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
持
つ
学
生
への
支
援
体
制
と
支
援
手
法
の
構
築
に
取
り
組
ん

だ
。既
に
、保
健
セ
ン
タ
ー（
以
下
、Ｍ
Ｓ
Ｃ
）、学
生
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム 

（
以
下
、Ｓ
Ｓ
Ｒ
）、そ
し
て
、主
に
身
体
障
害
学
生
への
授
業
支
援
を

調
整
す
る
障
害
学
生
支
援
室（
以
下
、Ｄ
Ｒ
Ｃ
）が
あ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
新

た
な
支
援
窓
口
と
し
て
学
生
部
に
開
設
さ
れ
、各
キ
ャン
パス
に
１
名

専
任
職
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
心
理
・
教
育
、福
祉
等
の
専
門
性
を

有
す
る
）が
配
置
さ
れ
、専
門
教
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
む
支
援
室
会

議（
年
６
回
）と
副
学
長
を
トッ
プ
と
し
た
全
学
委
員
会（
年
２
回
）で

運
営
や
支
援
方
針
に
関
し
て
検
討
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
改
革
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、従
来
の
学
生
支
援
体
制

か
ら
、以
下
の
３
つ
の
質
的
転
換（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
）を
図
っ
た

こ
と
で
あ
る
。①
診
断
を
前
提
と
す
る
従
来
の
障
害
学
生
支
援

を
、診
断
の
有
無
を
問
わ
ず
、学
生
と
周
囲
の「
困
り
感
」を
起
点

と
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
転
換
。「
困
り
感
」や「
気
づ
き
」を

支
援
情
報
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適

切
な
支
援
に
繋
げ
る
見
守
り
支
援
体
制
を
構
築
。②
学
生
の
主
体

的
な
支
援
要
請
と
い
う
従
来
の
支
援
窓
口
の「
前
提
」を
、「
支
援

の
目
標
」と
捉
え
直
す
。「
困
り
感
」や「
気
づ
き
」の
言
語
化
を
促

す
対
話
か
ら
、目
標
設
定
、支
援
選
択
、試
行
錯
誤
、振
り
返
り
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
相
談
か
ら
支
援
活
用
へ
）を
促
す
自
己
理
解
と
主
体
性

を
育
成
す
る
支
援
手
法
の
確
立
。③
各
専
門
の
相
談
窓
口
が
あ
れ

ば
学
生
は
来
談
で
き
る
と
い
う
神
話
を
翻
し
、多
様
な
学
生
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
全
人
的（
ホ
リ
ス
テ
ィッ
ク
）に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る

機
能
と
学
内
外
の
多
様
な
相
談
窓
口
を
可
視
化
し
、個
々
の
学
生

への
支
援
の
最
適
化
を
行
う
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
を
支
援
体
制
の
中
核
と
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、発
達
障
害
が
持
つ
特
性
を
鑑
み
た
心
理
発
達
や
認

知
学
習
理
論
等
に
依
拠
し
た
専
門
性
と
個
別
性
の
高
い
支
援
の

実
践
に
取
り
組
ん
だ
。個
を
中
心
と
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
支
援
を

展
開
し
て
い
く
と
、高
大
接
続
支
援
、初
年
次
教
育
支
援
、学
修

支
援（
合
理
的
配
慮
提
供
も
含
む
）、就
労
支
援
等
々
、高
等
教
育

が
抱
え
る
学
生
支
援
課
題
と
重
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、学
内
連
携
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、各
学
部
・
部
署（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
等
）、附
属
校
等
と
の
定

例
懇
談
や「
発
達
障
害
学
生
の
理
解
と
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
〜

気
付
き
か
ら
支
援
ま
で
〜
」等
の
冊
子
の
配
布
、学
部
学
修
支
援
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施
策
と
の
連
携
、Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
等
を
実
施
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、組
織
統
合
の
た
め
に
２
０
１
５
年
度
で
閉
室
と
な
っ

た
が
、発
達
障
害
を
多
様
性
の
一
つ
と
捉
え
た
支
援
体
制
と
支
援

手
法
の
到
達
点
は
、多
様
な
学
生
の
多
様
な
支
援
ニ
ー
ズ
の
存
在

を
可
視
化
し
、支
援
課
題
を
整
理
し
、多
く
の
効
果
的
な
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
た
と
し
て
一
定
評
価
さ
れ
た
。一
方
、激
増
の

一
途
を
辿
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
支
援
学
生
数
は
、氷
山
の
一
角
と
し
て

捉
え
ら
れ
、よ
り
多
く
の
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
支

援
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
し
、次
の
フェ
ー
ズ
の
課
題
と
し

て
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
なっ
た
。

� 

新
た
な
障
害
学
生
支
援
室
と
6
6
3
の
設
置

フェ
ー
ズ
Ⅱ
は
、２
０
１
６
年
施
行
の「
障
害
者
差
別
解
消
法
」、

特
に
、「
合
理
的
配
慮
提
供
の
義
務
化（
私
立
大
学
は
努
力
義

務
）」に
対
応
す
べ
く
、教
学
部
所
管
の
Ｄ
Ｒ
Ｃ
と
学
生
部
所
管
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
組
織
統
合
さ
せ
、新
た
な
障
害
学
生
支
援
室（
以
下
、新

Ｄ
Ｒ
Ｃ
）を
学
生
部
に
開
設
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。こ
の
決
定

過
程
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
総
括
も
含
め
、合
理
的
配
慮
の
考
え
方
や
自

己
理
解
と
主
体
性
を
育
む
学
修
支
援
の
あ
り
方
等
が
全
学
議
論

さ
れ
、本
学
の
障
害
学
生
支
援
方
針
が
策
定
さ
れ
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

包
括
的
支
援
体
制
は
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、新
Ｄ
Ｒ
Ｃ

は
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」や
行
政
の
対
応
指
針
に
基
づ
い
て
本

学
が
策
定
し
た「
障
害
学
生
支
援
方
針
」に
沿
って
運
営
す
る「
障

害
学
生
支
援
機
能
」と
、本
学
の「
包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
」

を
具
体
化
す
る「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
機
能
」の
二
層
体
制
で
運

営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま
た
、元
Ｄ
Ｒ
Ｃ
の
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー（
２
名
）は
、身
体
障
害
部
門
を
担
当
し「
障
害
学
生
支
援
機

能
」を
担
い
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、精
神
発
達
障

害
部
門
を
担
当
し（
５
名
に
増
員
）、「
障
害
学
生
支
援
機
能
」と

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
機
能
」を
兼
務
す
る
体
制
と
なっ
た
。

「
障
害
学
生
支
援
機
能
」と
は
、全
て
の
障
害
を
対
象
と
し
、学

生
の
支
援
要
請
と
い
う
意
思
表
明（Self-Advocacy

）を
起
点

に
、配
慮
申
請
の
適
格
判
断（Eligibility

）と
配
慮
内
容
の
合
理
性

（Reasonableness

）に
つ
い
て
の
障
害
学
生
と
大
学
と
の
合
意

形
成
を
基
に
、学
修
・
学
内
環
境
を
調
整
す
る
支
援
を
指
す
。支
援

内
容
は
、精
神
・
発
達
を
含
む
障
害
学
生
支
援
で
最
も
利
用
が
多

い「
配
慮
依
頼
文
の
作
成
」を
始
め
、Ｄ
Ｒ
Ｃ
の
伝
統
で
も
あ
る
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
授
業
支
援（
Ｐ
Ｃ
テ
イ
ク
、移
動
支
援
等
）や
本
学

図
書
館
が
運
営
す
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
保
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障
、Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
情
報
保
障
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。就
労
支
援
で
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
セ

ミ
ナ
ー
企
画（
例:

「
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
会
」）や
学
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
への
参
画
、ま
た
、学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
企
画
な
ど
も
実

施
。「
障
害
学
生
等
の
災
害
時
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
出
版
し
、当

事
者
と
教
職
員
を
対
象
に
個
別
避
難
計
画
書
を
作
成
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
開
催
な
ど
、障
害
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
って
多
様
な
支
援

と
支
援
企
画
の
実
施
を
行
って
い
る（
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影

響
で
一
部
中
断
有
り
）。ま
た
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
大
学
創
り
と
し

て
、点
字
ブ
ロッ
ク
や
多
目
的
ト
イ
レ
増
設
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
継
続
的
な
取
り
組
み
に
加
え
、支
援
技
術
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
Ｗｅ
ｂ

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
等
の
事
前
的
改
善
措
置
への
取
り
組
み
を
、

教
学
部
、管
財
課
、地
域
連
携
課
、情
報
基
盤
課
等
、多
部
署
協
働

で
推
進
す
る
こ
と
を
今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
て
い
る
。　
　

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
機
能
」は
、「
包
括
的
学
習
者
支
援
体

制
」の
継
続
目
標
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
到
達
点
を
継
承
し
、そ
の
役
割
は
精

査
さ
れ
、①
学
生
相
談
の
総
合
案
内（
学
生
の
主
体
的
支
援
活
用
を

促
す
た
め
の
学
内
相
談
窓
口
の
可
視
化
と
包
括
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
よ
る
支
援
の
最
適
化
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
支
援
）、②
見
守
り

支
援（
主
体
的
支
援
活
用
が
困
難
な
学
生
への
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
周

囲
への
コン
サ
ル
テ
ー
ション
を
通
し
て
適
切
な
支
援
に
繋
ぐ
支
援
）、

③
調
整
支
援（
緊
急
・
危
機
・
事
件
事
故
等
の
予
防
・
介
入
・
事

後
ケ
ア
に
対
し
て
、学
部
や
複
数
の
部
署
間
で
チ
ー
ム
体
制
を
構
築

し
、そ
の
調
整
に
あ
た
る
支
援
）の
３
つ
に
整
理
さ
れ
た
。

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
に
お
け
る
、も
う
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
が
、

Student Success Program

（
以
下
、Ｓ
Ｓ
Ｐ
）の
開
設
で
あ

る
。Ｓ
Ｓ
Ｐ
は
、２
０
１
６
年
度
の
全
学
協
議
会（
学
生
と
大
学
と

の
協
議
の
場
）に
お
い
て
、学
生
の
要
望
と
し
て
提
起
さ
れ
た「
正

課
・
課
外
を
通
じ
た
自
立
と
成
長
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
」

に
応
え
る
べ
く
、全
学
生
を
対
象
に
、学
生
一
人
一
人
が
主
体
的
で

最
大
限
の
学
び
と
成
長
を
目
指
す（
＝Student Success

）と

い
う
育
成
目
標
を
掲
げ
、学
生
の
目
標
設
定
・
計
画
・
実
行
・
振

り
返
り
を
通
じ
た
伴
走
型
支
援
を
す
る
支
援
部
門
と
し
て
学
生

部
に
２
０
１
７
年
開
設
し
た
。Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
開
発
し
た

学
修
支
援
手
法
や
支
援
ツ
ー
ル
を
継
承
し
つ
つ
、個
別
支
援
だ
け

で
な
く
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
支
援
、セ
ミ
ナ
ー（
動

画
配
信
を
含
む
）等
、多
様
な
支
援
を
開
発
し
、支
援
対
象
層
を

大
幅
に
拡
大
し
て
いっ
た
。さ
ら
に
体
育
会
・
文
化
・
芸
術
分
野
重

点
ク
ラ
ブへの
学
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
導
入
に
伴
う
入
学
前
支
援
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
面
談
、セ
ミ
ナ
ー
支
援
等
も
実
施
。
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Ｓ
Ｓ
Ｐ
が
多
様
多
層
な
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
相
談
窓
口
の
選

択
肢
と
し
て
加
わ
り
、さ
ら
に
新
Ｄ
Ｒ
Ｃ
の「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援

機
能
」が
全
体
を
繋
ぐ
調
整
を
行
う
こ
と
で
、Ｒ
２
０
２
０
で
掲
げ
た

「
包
括
的
学
習
者
支
援
体
制
の
構
築
」の
目
標
は
、一
定
の
到
達
点

に
達
し
た
。そ
の
全
体
像
を
図
２
に
示
す
。

学
生
支
援
専
門
部
門
と
し
て
新
Ｄ
Ｒ
Ｃ
、Ｓ
Ｓ
Ｒ
、Ｓ
Ｓ
Ｐ
、

Ｍ
Ｓ
Ｃ
が
全
て
学
生
部
に
集
約
さ
れ
た
こ
と
で
連
携
体
制
が
一
層

強
化
さ
れ
、各
支
援
部
門
と
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
・
機
能
が
明
確
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

の
高
度
化
に
繋
がっ
た
。

こ
う
し
た
学
内
の
支
援
体
制
を
、学
生
や
教
職
員
に
わ
か
り
や
す

く
可
視
化
す
る
た
め
に
、「
学
生
相
談
の
総
合
案
内
」と
い
う
Ｈ
Ｐ
を

開
設
し
た
。こ
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、学
内
の
相
談
窓
口
が
案
内
さ
れ
る
が
、

ど
の
窓
口
が
最

適
か
わ
か
ら
な
い

場
合
の
た
め
に
、

包
括
的
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
個
人
に

あ
っ
た
支
援
の
最

適
化
を
す
る
学

生
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
へ
の

リ
ン
ク
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、

本
学
の
英
語
基
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［図 2］包括的学習者支援体制と学生支援コーディネーター

［図 3］学生相談の総合案内の HP
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準
学
部
・
学
科
の
国
際
学
生
や
多
く
の
留
学
生
に
英
語
に
よ
る
支

援
と
情
報
提
供
を
保
障
す
る
た
め
、こ
の
Ｈ
Ｐ
と
こ
こ
か
ら
繋
が
る

全
て
の
相
談
窓
口
の
Ｈ
Ｐ
を
日
本
語
と
英
語
の
２
言
語
で
完
備
し

た （
図
３
お
よ
び
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
）。

� 

さ
ら
な
る
多
様
性
と
包
摂
へ

本
学
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
新
た
な
学
園
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た

中
期
計
画
に
取
り
組
ん
で
お
り
、学
生
支
援
は
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
に
移

行
し
て
い
る
。そ
の
学
園
ビ
ジ
ョン
の
政
策
目
標
の
一
つ
で
あ
る「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
以
下
、Ｄ
＆
Ｉ
）を
実
現
す

る
学
園
」に
向
け
て
、学
校
法
人
立
命
館
に
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
室
が
開

設
さ
れ
、総
長
声
明
と
と
も
に
基
本
理
念
と
方
針
が
明
言
化
さ
れ

た
。今
後
の「
包
括
的
学
習
者
支
援
」は
、あ
ら
ゆ
る
多
様
性
を
前

提
と
し
て
、再
構
築
に
取
り
掛
か
る
こ
と
と
な
る
。例
え
ば
、障
害

を
持
つ
留
学
生
の
学
修
支
援
や
就
労
支
援
、ま
た
、性
の
多
様
性

を
理
解
し
た
ア
ス
リ
ー
トへの
支
援
な
ど
、無
限
の
多
様
性
を
前
提

と
し
つつ
、「
学
生
一
人
一
人
のStudent Success

を
目
指
す
」

と
い
う
育
成
目
標
を
共
有
し
、教
学
部
、学
生
部
、国
際
部
、キ
ャ

リ
ア
部
な
ど
が
組
織
を
超
え
た
高
度
な
連
携
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

昨
年
末
、京
都
大
学
の
村
田
淳
先
生
を
講
師
に
迎
え
、立
命
館

教
職
員
対
象
に
法
改
正
に
伴
う
合
理
的
配
慮
の
義
務
化
を
学
ぶ

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
室
と
学
生
部
で
共
催
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
学
部
や
部
署
か
ら
１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。本
学
で
は
、学
園
ビ
ジ
ョン
の
策
定
や
学
生

支
援
等
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
に
お
い
て
、全
学
議
論
や
全
学
協
議
会

な
ど
、全
て
の
構
成
員
に
よ
る
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ

る
。こ
の
オ
ー
ル
立
命
館
の
文
化
は
、今
後
さ
ら
な
る
多
様
性
と
包

摂
を
目
指
す
上
で
、本
学
の
強
み
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
】

学
生
相
談
の
総
合
案
内

http://w
w
w
.ritsum

ei.ac.jp/drc/sougou/

立
命
館
高
等
教
育
研
究（
19
）、 ２
０
１
９
年「
特
集 

立
命
館
の
包
括
的
学
習
者
支

援
の
取
組
」： 

学
生
部
学
生
支
援（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Ｄ
Ｒ
Ｃ
、Ｓ
Ｓ
Ｐ
、Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
含
む
）に
関

す
る
論
文
集
と
なって
い
ま
す
。

ご
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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本
学
で
は「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」が
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
、し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す

る
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。本
学
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
特
筆
す

べき
は
、「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ（
学
生
・
教
職
員
） 
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
以
下
、支
援
Ｎ
Ｗ
と
い
う
）と
い
う
組
織
で
あ
ろ
う
。当
該
支
援
Ｎ

Ｗ
は
、し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学
生
・
教
職
員
の
学
生
生
活
上
ま
た
は

職
務
上
の
不
便
を
軽
減
す
る
た
め
、関
連
す
る
大
学
内
の
各
組
織

間
の
連
絡
お
よ
び
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
学
で
い
う「
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
室
」（
以
下
、支
援
室
と
い

う
）の
よ
う
な
組
織
が
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
を

行
う
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。た
し
か
に
本
学
で
も
支
援

室
が
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
を
行
って
い
く
上
で

重
要
な
役
割
を
担
って
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、か
か
る
支
援

は
支
援
室
だ
け
で
な
く
全
学
的
に
各
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
に

応
じ
て
行
って
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。こ
の
各
部
局
に

よ
る
支
援
の
情
報
共
有
や
調
整
を
行
う
た
め
の
組
織
が
上
述
の
支

援
Ｎ
Ｗ
で
あ
る
。し
た
が
って
、支
援
Ｎ
Ｗ
は
教
務
部
・
学
生
部
・

人
事
部
な
ど
の
事
務
組
織
、図
書
館
・
診
療
所（
大
学
保
健
室
）・

学
生
相
談
所
、各
学
部
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
部
局
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。か
か
る
支
援
Ｎ
Ｗ
の
任
務
と
し
て
は
、⑴
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

（
学
生
・
教
職
員
）支
援
に
か
か
わ
る
基
本
方
針
の
策
定
、⑵
し
ょ

う
が
い
し
ゃ（
学
生
・
教
職
員
）に
対
す
る
学
生
生
活
上
ま
た
は
職

務
上
必
要
な
支
援
、⑶
し
ょ
う
が
い
学
生
の
修
学
お
よ
び
学
生
生

活
上
の
支
援
に
か
か
わ
る
実
施
計
画
の
策
定
、⑷
し
ょ
う
が
い
学
生

の
修
学
お
よ
び
学
生
生
活
に
か
か
わ
る
指
導
助
言
、⑸
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
支
援
に
か
か
わ
る
環
境（
施
設
、設
備
お
よ
び
備
品
）の
維
持
、

点
検
お
よ
び
整
備
な
ら
び
に
そ
の
提
案
、⑹
し
ょ
う
が
いへの
理
解

を
広
め
る
た
め
の
資
料
収
集
と
学
内
の
関
係
部
署
と
の
連
絡
お
よ

び
調
整
と
いっ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

原
則
と
し
て
年
３
回
、支
援
Ｎ
Ｗ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
集
ま

り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
催
さ
れ
る
。当
該
会
議
で
は
、各
部
局

に
お
け
る
支
援
活
動
につい
て
の
報
告
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

変
え
な
い
た
め
に
変
え
て
い
く

山
田 

康
裕

立
教
大
学
経
済
学
部
教
授

し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
室
長
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以
上
が
支
援
Ｎ
Ｗ
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る
が
、次
に
、本
学
に
お

け
る
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
を
め
ぐ
る
最
近
の
大
き
な
動
き
と
し

て
、「
立
教
大
学
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
方
針
」お
よ
び
し
ょ
う
が

い
学
生
支
援
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
改
定
に
つ
い
て
紹
介
し
よ

う
。本
学
は
２
０
１
１
年
12
月
に「
立
教
大
学
し
ょ
う
が
い
学
生
支

援
方
針
」を
定
め
た
。そ
の
後
、周
知
の
と
お
り「
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
制
定
、施
行
、さ
ら

に
は
改
正
さ
れ
、大
学
に
お
け
る
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
支
援
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
た
。か
か
る
変
化
を
う
け
て
、内
容
を
更
新
す
る

と
と
も
に
、表
現
を
簡
潔
に
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を
よ
り
明
確
化
し

た
の
が
、今
般（
２
０
２
１
年
４
月
）の
改
定
で
あ
る
。当
該
支
援
方

針
の
改
定
に
伴
い
、し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

の
改
定
も
行
わ
れ
た
。当
該
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
で
は
、支
援
実

施
ま
で
の
流
れ
、し
ょ
う
が
い
学
生
への
配
慮
、誰
も
が
で
き
る
日
常

的
な
支
援
の
例
な
ど
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
お
り
、し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学
生
が
本
学
に
お
け
る
支

援
の
概
要
を
知
る
の
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、教
職
員
や
し
ょ
う
が

い
の
な
い
学
生
に
とって
も
参
考
に
な
る
内
容
と
なって
い
る
。

最
後
に
、今
後
の
展
望
と
い
う
意
味
で
、「
授
業
の
ユニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
・
ハン
ド
ブ
ッ
ク（
仮
称
）」の
作
成
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。近
年
、支
援
対
象
と
な
る
学
生
数
は
増
加
し
て
き

て
い
る
と
は
い
え
、し
ょ
う
が
い
自
体
を
自
覚
し
て
い
な
かっ
た
り
自

覚
は
あって
も
支
援
申
請
を
し
て
い
な
かった
り
と
いった
理
由
で
支

援
対
象
と
は
なって
い
な
い
潜
在
的
な
支
援
対
象
者
の
数
は
ま
だ
ま

だ
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
学
生
は
日
々
の
授
業
の
な
か

で
何
ら
か
の
学
習
上
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。さ

ら
に
は
、し
ょ
う
が
い
学
生
を
支
援
す
る
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
は
、し
ょ
う
が
い
の
な
い
学
生
に
とって
も
授
業
を
受

け
や
す
く
す
る
効
果
を
持
って
い
る
と
思
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
全
教
職
員
が

共
有
し
、す
べて
の
授
業
を
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
意
図
の
も

と
、専
門
知
識
を
持
つ
教
員
や
関
連
の
深
い
部
局
の
職
員
か
ら
成
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、「
授
業
の
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
・
ハン
ド
ブッ
ク（
仮
称
）」の
策
定
を
現
在
進
め
て
い
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
、本
学
に
お
け
る
支
援
活
動
の
ご
く

一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
支
援
の

姿
勢
を
変
え
な
い
た
め
に
、支
援
と
し
て
で
き
る
こ
と
、ま
た
や
る
べ

き
こ
と
は
何
か
を
考
え
、支
援
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）（
以
下
、コロ

ナ
）が
日
本
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
２
年
が
経
った
。大
学
等
の
高

等
教
育
機
関
への
影
響
は
、２
０
２
０
年
２
〜
３
月
に
か
け
て
拡
大

し
、卒
業
式
等
が
中
止
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、２
０
２
０
年
４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
、大

学
の
対
応
につい
て
も
よ
り
強
く
そ
の
必
要
性
が
生
じ
、そ
し
て
長
期

に
わ
たって
の
対
応
に
な
る
こ
と
の
現
実
が
浮
き
彫
り
に
なった
。

当
然
な
が
ら
、多
く
の
学
生
と
同
様
に
そ
の
渦
中
に
は
障
害
の
あ
る

学
生（
以
下
、障
害
学
生
）も
含
ま
れ
て
お
り
、各
大
学
で
は
コロ
ナ
禍

に
お
け
る
障
害
学
生
への
修
学
支
援（
以
下
、障
害
学
生
支
援
）を
模

索
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。本
稿
に
お
い
て
は
、一
大
学
と
し
て

の
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
を
切
り
口
と
し
て
、障
害
学
生
支
援
分
野

で
生
じ
た
出
来
事
や
対
応
等
につい
て
述
べて
い
く
こ
と
に
す
る
。

� 

障
害
学
生
支
援
の
現
場
で
起
き
た
こ
と

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
大
学
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
は
、多
く
の

大
学
で
休
講
措
置
が
と
ら
れ
た
り
、そ
の
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

等
への
対
応
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
り
し
た
。こ
の
よ
う
な
大
き
な

か
つ
急
激
な
変
化
の
中
で
は
、多
数
派
で
あ
る
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
て

大
学
組
織
と
し
て
の
対
応
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
現
実
が
あ
り
、

少
数
派
で
あ
る
ニ
ー
ズ
が
二
の
次
に
な
っ
た
と
い
う
構
図
が
生
じ
て

い
た
だ
ろ
う
。障
害
学
生
も
ま
た
、学
生
に
よ
って
は
こ
の
少
数
派

に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。つ
ま
り
、「
み
ん
な
が
大

変
」と
い
う
事
実
が
、障
害
学
生
の
ニ
ー
ズ
や
必
要
な
修
学
支
援

を
矮
小
化
し
て
し
まっ
た
と
い
う
こ
と
は
否
め
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、障
害
学
生
支
援
は
大
学
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
的
機

能
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、全
体
か
ら
見
れ
ば
少
数
派
で
あ
っ
た
と
し
て

も
権
利
保
障
の
観
点
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

障
害
学
生
支
援

村
田 

淳

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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い
。こ
れ
は
、障
害
者
権
利
条
約
や
障
害
者
差
別
解
消
法
と
いっ
た

法
制
度
の
背
景
、そ
し
て
、教
育
機
関
と
し
て
の
普
遍
的
な
理
念
・

価
値
観
と
し
て
も
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。し
か

し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
大
学
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
が
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
十
分
に
確
保
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、障
害
学
生
支
援
の
最
前
線
で
は
、所
謂
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
存
在
の
専
門
性
や
経
験
値
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ
ソ
ー

ス
の
蓄
積
、そ
し
て
繰
り
返
し
生
じ
る
イ
レ
ギ
ュラ
ー
な
状
況
に
対

す
る
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
が
試
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。自
ら
も
コ

ロ
ナ
禍
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、障
害
学
生
支
援
と
い
う
権
利

保
障
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
対
応
は
、筆
者
と
し
て
も
そ
の
覚
悟

を
再
度
確
認
す
る
機
会
に
なっ
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、障
害
学
生
の
ニ
ー
ズ
は
必
ず
し
も
修
学
支
援（
合
理
的

配
慮
等
）に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。あ
く
ま
で
個
別
具
体
的
な

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、学
生
に
よ
っ
て
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ

の
対
応
が
生
じ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。発
達
障
害
や
精
神
疾
患

等
の
場
合
で
あ
れ
ば
、む
し
ろ
、障
害
学
生
支
援
の
部
署
よ
り
も

学
生
相
談
や
保
健
管
理
等
の
部
署
の
ほ
う
が
多
く
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
い
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

メ
ン
タ
ルヘル
ス
の
課
題
も
多
く
の
大
学
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。筆
者
の
現
場
に
お
い
て
も
、困
難
さ
や
支
援
の
必

要
性
が
複
雑
化
し
て
い
る
障
害
学
生
は
少
な
く
な
かっ
た
。

�
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援 

―
組
織
と
し
て
の
対
応

本
節
で
は
、コロ
ナ
禍
の
障
害
学
生
支
援
部
署
に
お
け
る
対
応
に

つ
い
て
、特
に
組
織
的
な
対
応
の
視
点
か
ら
述
べる
こ
と
に
す
る
。ま

ず
、支
援
部
署
の
対
応
と
し
て
は
、イ
ン
フ
ラ
的
機
能
で
あ
る
障
害

学
生
支
援
を
安
定
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
に

つ
い
て
、チ
ー
ム
編
成
の
検
討
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
、ま
た
業
務
遂

行
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
各
種
ツ
ー
ル
の
導
入
な
ど
、早
期
に

対
応
し
た
。つ
ま
り
、支
援
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
以
前
に
、マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
的
な
対
応
が
必
要
に
なった
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
対
応
で
基
盤
を
整
え
た
上
で
、合
理
的
配

慮
等
の
修
学
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、そ
の
中
心
に
な
っ
た
の

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
下
に
お
け
る
障
害
学
生
への
対
応
で
あ
る
。合

理
的
配
慮
は
、社
会
モ
デ
ル
と
し
て
の
障
害（
社
会
的
障
壁
）に
対

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
た
め
、社
会
的
障
壁
を
生
み
出
す
環
境

的
要
因
等
が
変
化
す
れ
ば
、合
理
的
配
慮
の
あ
り
方
そ
の
も
の
も
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変
化
す
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
への
変
更
と
は
、す
な
わ
ち
授
業
を

履
修
す
る
上
で
の
環
境
の
変
化
で
あ
る
こ
と
か
ら
、合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
も
再
検
討
・
再
構
築
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
必

要
性
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。こ
の
変
化
は
障
害
学
生
自

身
の
戸
惑
い
に
加
え
て
、障
害
学
生
支
援
部
署
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。実
際
に
、筆
者
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
障

害
学
生
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口
等
の
事
業
を
実
施
す
る「
高
等

教
育
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ
※
１
」に

は
、多
く
の
大
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
お
け
る
合
理
的
配
慮

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、合
理
的
配
慮
と
は
実
際
の
教
育
現
場
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
な
る
こ
と
か
ら
、直
接
関
係
す
る
授
業
担
当
教
員
と
の
連
携
は

欠
か
せ
な
い
。当
然
な
が
ら
、障
害
に
関
す
る
理
解
も
必
要
で
あ

り
、昨
今
で
は
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る

大
学
も
少
な
く
な
い
。筆
者
の
大
学
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ

り
、一
年
間
の
う
ち
に
複
数
回
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、既
存

の
研
修
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
想
定
し
た
研
修
内
容
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、急

遽
、全
学
向
け
の
研
修（
オ
ン
ラ
イ
ン
）を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

研
修
内
容
と
し
て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
お
け
る
障
害
学
生
の

ニ
ー
ズ
や
支
援
の
実
態
、ま
た
授
業
方
法
や
教
材
作
成
に
関
す
る

総
合
的
な
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
に
つ
い
て
で
あ
り
、個
別
具

体
的
な
合
理
的
配
慮
の
基
礎
と
な
る
理
解
を
求
め
た
。そ
の
段
階

に
お
い
て
、決
し
て
十
分
な
内
容
と
評
価
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
が
、大
学
全
体
が
混
乱
す
る
な
か
で
矮
小
化
し

て
い
た
障
害
学
生
の
存
在
を
伝
え
る
に
は
不
可
欠
な
機
会
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
た
って
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
み
な
ら
ず
、各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
が
急
速
に
促
進
さ

れ
た
。特
に
、Ｌ
Ｍ
Ｓ（Learning M

anagem
ent System

）等

の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、そ
れ
は
本
学
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。た
だ
し
、こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
生
じ

た
の
も
事
実
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、組

織
全
体
と
し
て
の
大
き
な
動
き
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズへの

対
応
が
二
の
次
に
なって
し
まっ
た
と
い
う
こ
と
も
生
じ
て
い
た
。本

学
に
お
い
て
も
本
質
的
な
対
応
で
は
な
く
、人
的
な
サ
ポ
ー
ト
等
に

よ
り
、こ
の
よ
う
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

さ
ら
に
、各
種
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
の
様
々
な
リ
ソ
ー

ス
の
確
保
も
、障
害
学
生
支
援
部
署
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い



小  特  集 しょうがい学生の大学生活と支援の実際

81

え
る
。当
然
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
の
リ
ソ
ー
ス
は
対
面
授
業
を
想
定
し

た
も
の
で
あ
り
、そ
れ
ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
問
題
な
く
機
能

す
る
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、応
用
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
が
、例
え
ば
、聴
覚
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
情
報

保
障（
文
字
通
訳
等
）に
つ
い
て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
合
わ
せ
て

支
援
の
提
供
方
法
を
再
構
築
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。

�
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援

 

―
障
害
学
生
と
の
関
わ
り

前
節
で
述
べ
た
組
織
的
な
対
応
を
ベ
ー
ス
に
し
た
上
で
、本
節
で

は
障
害
学
生
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。前
述
し
た
と
お
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よって
環
境
的
要
因
が

変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、新
入
生
の
み
な
ら
ず
、個
々
の
学
生
に
つ
い

て
一
か
ら
面
談
等
に
よ
り
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。

学
生
に
よ
って
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
への
変
更
が
自
分
自
身
の

障
害
特
性
に
と
って
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
学
生
も
い
た
。

例
え
ば
、移
動
に
困
難
の
あ
る
学
生
な
ど
に
とって
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
選
択
肢
は
自
ら
の
負
荷
を
直
接
的
に
下
げ
る
も
の
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
中
で
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
で

開
講
さ
れ
た
授
業
の
場
合
は
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
自
身
の
体

調
や
活
動
し
や
す
い
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
受
講
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、繰
り
返
し
閲
覧
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

り
、こ
の
よ
う
な
変
化
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
の
ひ
と
つ
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

 

一
方
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
た
こ
と
で
受
講
方
法
や
支
援

方
法
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
障
害
学
生
に
と
って
は
、こ
の
よ
う
な

環
境
の
変
化
へ
の
対
応
は
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。特
に
、教

育
・
学
習
環
境
、つ
ま
り
授
業
方
法
や
シ
ス
テ
ム
が
安
定
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、そ
こ
か
ら
生
じ
る
社
会
的
障
壁
も
常
に
変
化
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、合
理
的
配
慮
の
検
討
・
提
供
に
あ
たって
必

要
と
な
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
何
度
も
繰
り
返
す

こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、対
面
授
業
の
時
に
は
生
じ
て
い
な
かっ
た
困

難（
潜
在
的
で
あ
っ
た
ニ
ー
ズ
）が
、新
た
に
生
じ
た
学
生
も
多
く
把

握
さ
れ
た
。筆
者
の
支
援
部
署
に
お
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

開
始
し
た
こ
と
に
よって
、そ
こ
で
生
じ
た
社
会
的
障
壁
を
主
訴
と

し
た
新
規
相
談
が
増
加
し
、そ
の
傾
向
は
現
段
階
で
も
続
い
て
い

る
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
大
き
な
変
化
の
な
か
に
お
い
て
、支

援
ニ
ー
ズ
が
小
さ
く
な
っ
た
障
害
学
生
と
大
き
く
な
っ
た
学
生
、そ

し
て
新
た
な
障
害
学
生
が
把
握
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
、障
害
学
生
と
の
対
話
の
ベ
ー
ス
と
な
る
面
談
場
面
に
お

い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
変
化
が
生
じ
て
い
た
。も
ち
ろ
ん
、

障
害
特
性
に
よって
は
最
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
談
す
る
こ
と
の

難
し
さ
が
生
じ
た
学
生
も
存
在
し
て
い
た
た
め
、そ
の
場
合
は
エッ

セ
ン
シ
ャ
ル
な
も
の
と
位
置
づ
け
て
感
染
予
防
対
策
を
最
大
限
に
講

じ
た
な
か
で
対
面
で
の
面
談
を
実
施
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。そ

の
後
、必
要
と
な
る
感
染
予
防
対
策
が
一
般
化
し
た
り
、対
面
授
業

が
再
開
さ
れ
て
大
学
に
学
生
が
戻
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
って
か
ら

は
、対
面
で
の
面
談
も
一
定
程
度
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
の
メ
リ
ッ
ト
は
、場
所
や
移
動
の
制
約
が
な
く

な
る
た
め
、例
え
ば
、障
害
学
生
が
下
宿
先
や
帰
省
先
に
い
て
も
面

談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
は
、休
学
者
や
あ
ま
り
大
学
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
学

生
と
の
や
り
と
り
に
お
い
て
有
効
に
な
る
だ
ろ
う
。

 一
方
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
で
は
、面
談
前
後
の
関
係
性
が
希
薄

に
な
って
し
ま
う
と
いっ
た
側
面
が
あ
る
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

面
談
場
面
で
の
対
話
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
可
能
に
な
る
も

の
の
、非
言
語
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
難
し
い

と
いった
課
題
も
生
じ
て
い
た
。特
に
、新
規
の
障
害
学
生
と
の
相
談

（
イ
ン
テ
ー
ク
）に
お
い
て
は
、支
援
者
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
、学
生
自
身
と
し
て
も「（
お
そ
ら
く
）困
って
は
い
る
も

の
の
、そ
れ
が
障
害
特
性
上
の
困
難
さ
と
し
て
相
談
す
る
に
値
す

る
困
り
ご
と
な
の
か
」と
い
っ
た
点
で
混
乱
が
生
じ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。実
際
に
筆
者
が
相
談
を
う
け
た
学
生
の
な
か
で
も
、

「
皆
が
ど
れ
く
ら
い
対
応
で
き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、皆
も

困
って
い
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、自
分
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相

談
す
べ
き
こ
と
な
の
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」と
い
う
学
生

も
複
数
名
に
の
ぼ
っ
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
お
い
て
は
、学
生
が
孤

立
し
た
学
習
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
に
なっ
た
た
め
、周
囲
の
様
子

が
わ
か
ら
ず
、本
来
で
あ
れ
ば
相
対
的
に
発
見
で
き
て
い
た
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
気
が
つ
き
に
く
い
、ま
た
は
そ
れ
を
表
出
し
に
く
い
と
いっ

た
こ
と
が
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

� 

コ
ロ
ナ
禍
の
障
害
学
生
支
援
を
記
録
す
る

こ
こ
ま
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
対
応
に
つ
い

て
、一
大
学
の
支
援
現
場
で
の
対
応
を
切
り
口
と
し
て
述
べ
て
き

た
。た
だ
、様
々
な
地
域
や
大
学
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
障
害
学

生
支
援
が
全
て
同
じ
よ
う
な
状
況
で
は
な
かっ
た
と
考
え
て
い
る
。
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筆
者
と
し
て
は
、様
々
な
状
況
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、そ
こ

に
存
在
す
る
障
害
学
生
や
支
援
担
当
者
が
何
を
考
え
て
、ど
の
よ

う
な
行
動
を
し
て
き
た
の
か
、ま
た
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
を
記
録
し
、未
来
に
残
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
た
。具
体
的
に
は
、前
述
し
た
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、様
々
な
大
学
の
障
害
学
生
や
支
援
担
当
者
の
実
態
を
取
材

し
、さ
ら
に
専
門
家
の
意
見
等
も
と
り
い
れ
た
ウェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン「
コ

ロ
ナ
と
障
害
学
生
※
２
」を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、社
会
全
体
や
大
学
が
難
し
い
状
況

に
直
面
す
る
な
か
で
も
、手
探
り
で
障
害
学
生
が
学
生
生
活
を
お

く
っ
た
り
、支
援
担
当
者
が
障
害
学
生
支
援
を
維
持
し
よ
う
と
し

た
り
し
て
い
る
姿
を
切
り
取
って
い
る
。「
も
う
無
理
か
も
し
れ
な

い
」と
いっ
た
切
実
な
声
も
あ
れ
ば
、「
む
し
ろ
改
め
て
問
い
な
お
す

よ
う
な
機
会
に
な
っ
た
」と
い
う
声
も
あ
る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
生
じ
て
い
る
状
況
を
、こ
れ
ま
で
の
障
害
分
野
が
経
験
し
て
き

た
こ
と
、ま
た
す
で
に
障
害
分
野
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
と

リ
ン
ク
さ
せ
て
考
え
て
い
く
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。本

稿
に
お
い
て
内
容
を
十
分
に
紹
介
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、こ
の
間

の
障
害
学
生
支
援
に
つ
い
て
よ
り
リ
ア
ル
な
状
況
を
知
る
た
め
の

情
報
と
し
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

お
わ
り
に

大
学
と
し
て
、コロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
障
害
学
生
支
援
を
十
分
に
確

保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
前
提
で
、本
稿
で
は
様
々
な
実
態
等
を

述
べて
き
た
が
、実
際
に
は
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
以
前
に
、ま
だ
学

内
の
障
害
学
生
支
援
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
が
、全
国
の
大
学

で
起
こって
い
る
実
態
で
あ
り
、残
念
な
が
ら
本
学
に
お
い
て
も
そ
の
課

題
は
同
様
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。本
稿
が
、コロ
ナ
禍
で
あ
る
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、大
学
と
し
て
の
責
任
や
障
害
学
生
の
権
利
保
障
の

あ
り
方
について
、再
度
確
認
す
る
機
会
に
なって
い
れ
ば
幸
いで
あ
る
。

※
１　

  「
高
等
教
育
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ
：H

igher 
Education Accessibility Platform

）」は
、２
０
１
７
年
度
か
ら
京

都
大
学
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
プ
ロ
ジェク
ト
。

２
０
１
７
〜
２
０
１
９
年
度
の「
社
会
で
活
躍
す
る
障
害
学
生
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業（
文
部
科
学
省
）」、２
０
２
０
〜
２
０
２
３
年
度
の

「
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学
・
就
職
支
援
促
進
事
業（
文
部
科
学
省
）」の

補
助
事
業
と
し
て
採
択
。

　
　
　

https://w
w
w
.gssc.kyoto-u.ac.jp/platform

/

※
２　

  

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、コロ
ナ
禍
の
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
の

こ
と
を
綴
った
全
９
回
の
ウェブ
マ
ガ
ジ
ン
。障
害
学
生
や
支
援
担
当
者
ら
20

人
への
ヒ
ア
リ
ン
グ
、さ
ら
に
３
人
の
専
門
家
への
イ
ン
タ
ビュー
を
ま
と
め
た

記
事
。

　
　
　

https://w
w
w
.gssc.kyoto-u.ac.jp/platform

/corona/
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� 

本
学
の
障
が
い
学
生
の
支
援
登
録
状
況

早
稲
田
大
学
障
が
い
学
生
支
援
室
に
支
援
利
用
登
録
を
し
て

い
る
学
生
は
、２
０
２
１
年
度
現
在
、身
体
障
が
い
学
生
39
名（
内

訳
：
視
覚
障
が
い
４
名
、聴
覚
・
言
語
障
が
い
15
名
、肢
体
不
自
由
・

内
部
疾
患
20
名
）、ま
た
発
達
障
が
い
学
生
92
名
と
なって
い
る
。

本
学
に
お
い
て
、障
が
い
学
生
支
援
室
へ
の
登
録
学
生
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
は
、①
身
体
障
が
い
学
生
の
中
で
は
聴
覚
・
言
語

障
が
い
の
学
生
の
割
合
が
高
い
、②
発
達
障
が
い
学
生
の
支
援
登

録
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
、と
いっ
た
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、本
稿
で
は
そ
の
中
で
、聴
覚
障
が
い
学
生
への
授
業
支
援
に
つ

い
て
記
載
し
た
い
。

� 

コ
ロ
ナ
状
況
下
に
お
け
る
本
学
の
授
業

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
度
、 

本
学
で
は
、

春
学
期
は
全
科
目
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
て
授
業
を
実
施
し
、ま
た

同
年
秋
学
期
も
一
部
の
授
業
に
て
対
面
授
業
を
再
開
し
た
も
の

の
、多
く
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
て
展
開
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
度
に
入
り
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
を
取
り
入
れ
る

工
夫
を
し
つ
つ
、約
７
割
を
対
面
授
業
に
て
実
施
と
い
う
大
学
方

針
の
も
と
授
業
を
実
施
し
て
き
た（
た
だ
し
障
が
い
学
生
が
受
講

す
る
科
目
に
限
れ
ば
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
割
合
は
、も
っ
と
多
い
。

こ
れ
は
科
目
選
択
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
授
業
を
選
択
す

る
場
合
が
多
い
こ
と
が
理
由
と
想
像
さ
れ
る
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
は
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
型
、オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
な
ど
様
々
な
方
法
が
各
授
業
に
お
い
て
工
夫
の
上
、実
施
さ
れ
て

い
る
が
、障
が
い
学
生
への
授
業
支
援
と
いっ
た
観
点
で
は
、特
に
音

声
への
情
報
保
障
が
必
要
と
な
る
聴
覚
障
が
い
学
生
へ
、遠
隔
で
の

情
報
保
障
を
行
う
と
いっ
た
こ
と
が
必
要
と
な
り
、２
０
２
０
年
度

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
導
入
以
来
、現
在
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
下
の

聴
覚
障
が
い
学
生
支
援

西
出 

稔
行

早
稲
田
大
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

障
が
い
学
生
支
援
担
当
課
長
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て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

� 

聴
覚
障
が
い
学
生
へ
の
授
業
支
援（
コ
ロ
ナ
以
前
）

聴
覚
障
が
い
学
生
への
授
業
支
援
と
し
て
、本
学
で
は
コロ
ナ
以

前
か
ら
、①
パ
ソ
コ
ン
通
訳
、②
手
話
通
訳
、③
音
声
動
画
の
文
字

起
こ
し
、の
３
種
類
を
組
み
合
わ
せ
て
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
な
か
で
特
に
本
学
で
は
、①
パ
ソ
コ
ン
通
訳
を
情
報
保
障
の

中
心
と
し
て
授
業
支
援
を
進
め
て
き
て
お
り
、講
義
形
式
の
授
業

で
は
支
援
者
を
手
配
で
き
る
限
り
こ
の
方
法
と
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
②
手
話
通
訳
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の

授
業
に
お
い
て
依
頼
し
て
い
る
。

な
お
③
音
声
動
画
の
文
字
起
こ
し
は
、事
前
に
授
業
担
当
教
員

か
ら
教
材
動
画
の
提
供
を
受
け
、音
声
情
報
を 

テ
キ
ス
ト
化
し
て

お
き
、授
業
当
日
、聴
覚
障
が
い
学
生
に
は
、そ
の
テ
キ
ス
ト
を
見

な
が
ら
授
業
を
う
け
て
も
ら
う
形
式
の
も
の
で
、授
業
に
お
い
て
、

ニュ
ー
ス
や
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
映
像
な
ど
が
使
用
さ
れ
る

場
合
に
、同
方
法
で
情
報
保
障
を
進
め
て
き
て
い
る
。

支
援
業
務
を
担
当
す
る
の
は
、①
パ
ソ
コ
ン
通
訳
、③
音
声
動
画

の
文
字
起
こ
し
は
、主
に
本
学
の
学
生（
支
援
学
生
）で
、50
名
程

度
の
学
生
が
支
援
に
従
事
し
て
く
れ
て
い
る
。ま
た
②
手
話
通
訳

は
、外
部
の
通
訳
士
に
都
度
通
訳
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
と
お
り
本
学
が
聴
覚
障
が
い
学
生
へ
の
授
業
支
援
に
つ
い

て
、主
と
し
て
い
る
の
は
パ
ソ
コ
ン
通
訳
と
な
る
が
、こ
れ
は
支
援
学

生
が
２
名
１
組
で
連
携
し
な
が
ら
、講
義
内
容
な
ど
授
業
で
の
音

声
情
報
を
、文
字
情
報
と
し
て
入
力
し
て
い
く
も
の
と
な
る
。

コ
ロ
ナ
以
前
で
は
、教
室
内
に
支
援
学
生
と
障
が
い
学
生
が
隣

り
合
って
座
り
、障
が
い
学
生
は
、支
援
学
生
が
Ｐ
Ｃ
に
入
力
す
る

画
面
を
直
接
、覗
き
込
む
形
で
見
な
が
ら
授
業
を
受
け
て
い
た
。

�
聴
覚
障
が
い
学
生
へ
の
授
業
支
援

（
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
対
応
）

コ
ロ
ナ
の
状
況
下
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
度
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
、聴
覚
障

が
い
学
生
と
支
援
学
生
が
教
室
内
に
同
席
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
通
訳

と
いっ
た
も
の
が
実
施
で
き
な
く
なっ
た
。

そ
こ
で
本
学
で
導
入
し
た
の
が
、筑
波
技
術
大
学
産
業
技
術
学

部
・
若
月
大
輔
教
授
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
るcaptiO

nline

と
い

う
、パ
ソ
コ
ン
通
訳
用
の
遠
隔
情
報
保
障
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
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こ
のcaptiO

nline

の
導

入
に
よ
り
、障
が
い
学
生
も

支
援
学
生
も
、そ
れ
ぞ
れ
自

宅
に
い
な
が
ら
、２
０
１
９

年
度
以
前
と
同
じ
よ
う
な
パ

ソ
コ
ン
通
訳
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
実
施
す
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
実
施
の
方
針
が
決
まっ
た

の
が
、２
０
２
０
年
３
月
中

旬
、ま
た
緊
急
事
態
宣
言
下

の
休
講
期
間
を
は
さ
み
オ
ン

ラ
イ
ン
で
授
業
再
開
と
な
っ

た
の
が
同
年
５
月
11
日
と
い

う
、非
常
に
短
期
間
で
の
準

備
と
なっ
た
が
、本
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、授
業

再
開
ま
で
に
遠
隔
パ
ソ
コ
ン

通
訳
実
施
の
方
法
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
実
際
に
は
、障
が
い
学
生
も
支
援
学
生
も
初
め
て
使
用

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
、ま
た
障
が
い
学
生
と
支
援
学
生
、連

携
入
力
を
行
う
２
名
の
支
援
学
生
、ま
た
そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
障
が
い
学
生
支
援
室
ス
タ
ッ
フ
も
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
た
場
所
に

い
る
状
況
下
に
お
い
て
、マ
ニュア
ル
の
準
備
、事
前
説
明
、チ
ャッ
ト

を
通
し
た
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
な
ど
、思
い
返
し
て
も
綱
渡
り
で
の

授
業
支
援
の
準
備
で
あ
っ
た
。

コロ
ナ
に
対
す
る
緊
張
感
・
不
安
感
が
非
常
に
高
かっ
た
こ
の
時

期
に
、積
極
的
に
協
力
を
し
て
く
れ
た
支
援
学
生
に
は
、今
も
感
謝

を
し
て
も
し
き
れ
な
い
気
持
ち
で
い
る
。

�
聴
覚
障
が
い
学
生
へ
の
授
業
支
援

（
コ
ロ
ナ
後
の
対
面
授
業
）

前
述
の
よ
う
に
、本
学
で
は
２
０
２
０
年
度
秋
学
期
以
降
、対

面
授
業
が
一
部
再
開
し
て
き
て
い
る
が
、そ
の
場
合
、原
則
授
業
の

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は
実
施
さ
れ
な
い
た
め
、パ
ソ
コ
ン
通
訳
に
お
い

て
は
、以
前
の
よ
う
に
支
援
学
生
自
身
も
授
業
教
室
に
同
席
す
る

こ
と
が
必
要
と
なっ
た
。

ᢒᢒᨠᨠȑȑǽǽǳǳȳȳᡫᡫᚪᚪƷƷ૾૾ඥඥᲢᲢǳǳȭȭȊȊˌ̩ᨀᨀᲣᲣ
ᐯܡ

Ꭾᙾᨦƕƍܖဃ

ဇǵȸȐݦ

ီƳǔئ৑ӷٟưƷ
ᡲઃλщǋӧᏡ

èݦဇƷǤȳǿȸȕǧȸǹᲢECRVK1PNKPGᲣǛဇƍƯλщ

૨܌ऴإ

૨܌ऴإ

ܱᨥƷૅੲƷಮ܇

ૅੲܖဃ

ૅੲܖဃ

ᐯܡ

ᐯܡ

［図 1］遠隔パソコン通訳の方法（コロナ以降）

ᢒᢒᨠᨠȑȑǽǽǳǳȳȳᡫᡫᚪᚪᎍᎍƷƷλλщщဒဒ᩿᩿

ᎥᎥƜƜƑƑƯƯƘƘǔǔ᪦᪦٣٣ऴऴ
ƴƴƠƠƯƯإإऴऴ܌܌ǛǛ૨૨إإ

ˡlƑƑǔǔ

ƜƜƜƜƴƴ૨૨܌܌ǛǛλλщщ

［図2］遠隔パソコン通訳者の入力画面（captiOnline）
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こ
の
場
合
も
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
観
点
か

ら
支
援
学
生
と
障
が
い
学
生
は
同
じ
教
室
内
に
い
な
が
ら
、

captiO
nline

を
通
じ
て
パ
ソ
コ
ン
通
訳
を
行
う
こ
と
で
、障
が
い

学
生
と
支
援
学
生
が
隣
り
合
って
座
る
必
要
が
な
い
よ
う
工
夫
を

し
て
い
る
。

� 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
通
訳
の
課
題

こ
の
よ
う
に
、こ
こ
ま
で
走
り
な
が
ら
支
援
方
法
を
確
立
し
て

いっ
た
遠
隔
パ
ソ
コ
ン
通
訳
に
よ
る
情
報
保
障
で
あ
る
が
、引
き
続

き
抱
え
る
課
題
も
多
い
。

特
に
大
き
な
課
題
と
い
え
る
の
が
、学
生
間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

ション
で
あ
る
。

障
が
い
学
生
と
支
援
学
生
の
関
わ
り
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、チ
ャッ
ト
で
の
挨
拶
等

は
交
わ
さ
れ
る
も
の
の
、や
は
り
そ
こ
に
希
薄
さ
は
生
じ
ざ
る
を
得

な
い
。直
接
対
面
に
て
日
ご
ろ
の
支
援
の
お
礼
を
言
い
た
い
と
い
う

障
が
い
学
生
の
声
も
強
く
、ま
た
支
援
学
生
か
ら
も
、自
身
の
支

援
が
障
が
い
学
生
の
受
講
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
の
実
感
を
持

ち
に
く
い
と
い
う
声
も
よ
く
聞
こ
え
る
。特
に
後
者
は
、支
援
学
生

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
部
分
で
あ
り
、解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
た
め
、２
０
２
１
年
度
か
ら
、こ
れ

ま
で
年
２
回
実
施
し
て
き
た
障
が
い
学
生
と
支
援
学
生
の
交
流
会

に
加
え
、オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベン
ト
で
あ
る
が
、Ｚｏｏｍ
で
の
ラ
ン
チ
会

（
例
：
学
年
会
や
、障
が
い
学
生
Ａ
さ
ん
と
語
る
会
な
ど
の
ミ
ニ

交
流
会
）を
企
画
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
が
数
多
く
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、

対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
、障
が
い

学
生
支
援
室
ス
タ
ッフ
が
正
確
に
行
って
い
く
困
難
さ
も
日
々
感
じ

て
い
る
。

加
え
て
、支
援
学
生
の
体
調
不
良
等
に
よ
る
急
な
支
援
欠
席
の

場
合
、特
に
対
面
授
業
で
の
支
援
に
お
い
て
は
、同
時
間
に
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
き
て
い
る
学
生
が
、コ
ロ
ナ
以
前
に
比
較
し
少
な
い
状
況

か
ら
、代
替
者
の
手
配
が
非
常
に
困
難
と
なって
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
下
で
の
遠
隔
に
よ
る
情
報
保
障
の
実
施
は
、

本
学
で
も
、ま
た
他
大
学
で
も
開
始
し
て
日
が
浅
い
状
況
の
な
か
、

他
私
大
の
障
が
い
学
生
支
援
室
と
も
連
携
し
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。




